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各 位 

会社名 ＴＨＫ株式会社 

代表者名 代表取締役社長 寺町 崇史 

（コード：6481 東証プライム市場） 

問合せ先 取締役執行役員 財務経理統括部長 

         中根 建治 

（TEL 03-5730-3911） 

 

新 たな経 営 方 針 「 R O E 1 0％ 超 の早 期 実 現 」 について  

  

当社は、2024年11月12日に「2026年度経営目標」の見直しに関する基本方針として公表した通り、 

「ROE10％超の早期実現」に向けての経営指標と施策を策定し、本日開催の取締役会で決議しましたの

で、お知らせいたします。 

詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

 

 

以  上 
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本資料に含まれている事業計画、業績予想、経営戦略など将来の見通しに関する事項は、本資料作成時点において入手可能な情報に基づき、THK株式会社の経営者が判断したものです。
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社長メッセージ

強くすべきところは徹底的に強くし
変えるべきところは勇気をもって変えていく
新たな経営目標の基本方針： 「 R O E  1 0％超の早期実現 」

THK株式会社
代表取締役社長
 

寺町 崇史
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経営理念・ビジョン

3

サステナビリティ・ESG

ビジョン

ものづくり
サービス業

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
変
革

ビジネス領域の拡大

世にない新しいものを提案し、世に新しい風を吹き込み、
豊かな社会作りに貢献する

経営理念

ものづくりサービス業：ものづくりだけの売り切りモデルではなく、ビフォーサービスからアフターサービスまでを含めた
トータルのビジネスとして展開
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【外部要因】 地政学リスクの高まり、インフレ進行、中国経済の減速、自動車業界自体の大きな変革 等
【個別要因】 産業機器事業：市場平均年率成長率7％を前提にした先行投資による負担
 輸送機器事業：業界変革への対応および収益性改善に向けた抜本的対策の遅れ

「2026年度（5年計画）経営目標」の振り返り

1,166 
(32)

1,148 
(△8)

968 
(△45)

747 
(△161)

863 
(△48)

1,116 
(△166)

1,344 
(16)

1,350 
(80)

2,022 
(332)

2,386 
(506) 1,778 

(227) 1,442 
(77)

2,319 
(351)

2,821 
(511)

2,175 
(222)

3,650 
(920)

上段：売上収益 (億円) 
下段：営業利益 (億円) 

3,534
(498)

2,745
(182)

IFRS

2,189
(△84)

3,936
(344)

FY2017 *3 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2026  (E) 

3,519
(237)

連結実績
3,527
(173)

見直し

経営目標見直しの背景

*1 : 輸送機器事業はTHKリズムとTRAの合計値
*2 : 2022年2月に設定
*3 : FY2017は変則決算のため1-12月に揃えた参考値

Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％
超
の
早
期
実
現

基本方針

輸送機器
事業*1

産業機器
事業

連結
3,188
(364)

3,181
(302)

FY2024 

産業機器事業
実績

2,166
(168)

輸送機器事業
実績

1,361
(6)

売上収益 : 5,000億円
営業利益 : 1,000億円

EPS : 590円
ROE : 17%

経営目標*2

4
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Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％
超
の
早
期
実
現

営業利益

400億円

目指す 収益水準 / 資本構造

必要な自己資本

3,000億円

 当期純利益300億円の達成に必要な
営業利益

 早期に現預金残高をネットニュートラル
水準まで引き下げ

 (中長期的に) 純有利子負債の水準は
EBITDAの1～2倍程度まで許容

1. 収益性と資本効率を重視した
経営の推進
a. 資本コストを意識した事業
ポートフォリオの見直し
(事業の選択と集中)

b. 持続的な成長に向けた事業
の競争力強化につながる
規律性の高い投資の実行

c. 資本政策の見直し

2. コーポレートガバナンスの進化
a. 指名諮問委員会および報酬
諮問委員会における委員会
構成の見直しなど

今後の方針

基本方針における経営指標 (営業利益 / 自己資本)

5
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2.8％ 10％超

株主還元
• 配当方針：DOE 8％ + 機動的な自己株式取得

FY2025
(2025/12期)予想

173億円
235億円

3,836
億円

営
業
利
益

自
己
資
本

構造改革期間
 (FY2025～26)

成長ステージ
 (FY2027～29)

R
O
E

3,000
億円

＋α

安定成長ステージ
 (FY2030～)

400億円
超

当期純利益
300億円に

必要な営業利益

現在
 (FY2024)

FY2024
(2024/12期)実績

+α

ROE10%超に
必要な営業利益
400億円を
自助努力の改革に
より達成

M&Aなど追加的要素による
更なるROE上昇の可能性

産業機器事業における“構造改革”：200億円超
• 安定的な高収益構造の構築

株主還元
• 自己資本を鑑みながら
適切な株主還元の実施

輸送機器事業における “選択と集中”
• 聖域なき事業の見直し

資本政策方針 (BSのスリム化)
• 早期に現預金残高をネットニュートラル水準まで引き下げる
• 純有利子負債の水準はEBITDAの1～2倍程度まで許容する

当面の必要自己資本の
水準を3,000億円程度
と設定

成長分野における増益：+α
• 成長投資、M&Aの実施

1

2

3

4

“ROE10％超”への道筋

コーポレートガバナンスの進化
• モニタリング体制の深化

５

さらなる成長投資と
連続的な成長による
利益向上

適正と考えられる
自己資本水準の維持

10％超からの維持・
向上を前提に目標
を設定

FY2027～29
目標

6
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2017

2018

2019

減損損失計上

事業の選択と集中
を発表

輸送機器事業における “選択と集中”
1

変えるべきところ： 輸送機器事業における “選択と集中”

資本コスト (WACC) と、
現在と将来の投下資本利益率 (ROIC)
を厳しく精査し、

構造改革期間内にあらゆる
選択肢・可能性を排除せず、
“選択と集中”を完遂

聖域なき構造改革のポイントこれまでの経緯

2020

2021

2022

2023

2024

2025

2026

営
業
損
失

黒
字
転
換
構
造
改
革

実
施
済

THKリズム マレーシア
生産終了へ

対
応
中

カナダ生産拠点の
一部閉鎖

対
応
中

中国の生産拠点での
製品集約

実施済・対応中事項

7

リカバリープラン開始

減損損失計上
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変えるべきところ： 営業利益400億円超にむけた取り組み
産業機器事業における “構造改革”

２

8

変動費への施策 :144億円積上固定費への施策 : 60億円積上

FY2024
（産業機器事業）

FY2027～2029目標
（産業機器事業）

成長投資による
収益余地分

外部専門家の支援のもとPDCAを回しながら、適宜適切な施策に切り替えていく

• 販売価格の適正化
• 新規分野の収益改善
など

400

成長分野
M & A

• 自働化による人員最適化
• 生産体制の最適化
など

高収益構造の構築

• IT導入による業務効率化
• 人員最適化
など

+1
販売 +39

生産 +21
その他 +45

販売

+96
生産

＋3
その他

*1 : 成り行き積み上げ額：FY2025の増減額 ＋ FY2026～FY2029は売上高成長率 年2％平均、労務費・人件費 年4％強平均で増加する前提で試算

• FY25の増加額
• 成り行き成長による売上増
• 賃金等上昇による固定費増

成り行き
積み上げ額*1

+27

• 材料・部品購入価格最適化
• 内外製の見直し
• 物流業務の最適化
など

• 販売拠点の再編

168
億円

※端数処理の関係で
合計数値が合わない
場合があります

+65
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マシンユーザー
（生産技術・SIer）

マシンビルダー

強くすべきところ： 産業機器事業の進化に向けた組織改革
成長分野における増益

３

これまで: サプライチェーン これから: エコシステム ※自働化 / 労働力不足 / サステナビリティ など

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

組
織
体
制

マシンユーザーとの接点を増やす事による「顧客の複層化」によって集めた様々な情報を開発・生産などあらゆる面へ還元し、
成長分野への開発強化や事業基盤の強化へと繋げる

産業機器
統括本部

営業本部 LMシステム
営業本部

FAソリューション
営業本部

組織
改革

機械要素部品
ビジネス

FAソリューション
ビジネスシナジー

連携

機械要素部品ビジネス

マシンユーザー

マシンビルダー

供給

供給

9
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３つの要素の掛け合わせにより
高付加価値の製品・ソリューションを提供

製品A

製品B

製品C

FAソリューション開発本部

各FA製品の開発部門を統合・再編し、売上・利益への寄与度の高い製品に人財を集中。開発スピードと品質アップ

成長分野における増益
３

強くすべきところ： FAソリューションビジネスの成長

①
機械要素部品（メカ）

メ
カ
ニ
ク
ス

(

モ
ジ
ュ
ー
ル)

メ
カ
ニ
ク
ス

(

ユ
ニ
ッ
ト)

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

(

回
路)

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

(

モ
ー
タ
制
御)

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

(

モ
ー
シ
ョ
ン
制
御)

②
メカトロ・モジュール

③
IoT・AI

・LMガイドなど

・アクチュエータ
・各種モジュール

・OMNIedge

技術分野毎・プロジェクト毎の
組織体制へ

マシンビルダーに加え、より広範な
マシンユーザーのニーズに対応

期待される市場

マシンユーザー
（生産技術・SIer）

各製品開発部

Ａ
製
品
開
発
部

Ｂ
製
品
開
発
部

Ｃ
製
品
開
発
部

Ｄ
製
品
開
発
部

Ｅ
製
品
開
発
部

付
加
価
値
最
大
化

マシンビルダー

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

(

ア
プ
リ)

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

(

イ
ン
フ
ラ
・
運
用)

10
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狙うべき利益構成に応じたリソースの再配置

強くすべきところ： 機械要素部品ビジネス
成長分野における増益

３

高成長分野への販売強化

高成長が見込まれる重点7分野に対してタス
クフォースを組成し、市場の解像度を高める

産業機器事業市場

医療

工作
機械

物流

EV・再生可能
エネルギー関連

ロボット

鉄道・
航空機

半導体

市場動向等を鑑み
適宜アップデート

現在

リソース 利益構成

リソースの配分と利益構
成がアンバランスな状態

成長ステージ
(FY2027～
FY2029)

リソース
(配分変更) 利益構成

狙うべき利益構成に応じて
開発・生産・販売リソース
を最適化し利益を最大化

11

構造改革期間
(FY2025～
FY2026)

A業界

B業界

D業界
C業界

A業界

B業界

D業界

C業界

A業界

B業界

D業界

C業界

A業界

B業界

D業界

C業界
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強くすべきところ： 資本効率を重視したBSマネジメント

5 (中長期的に) 純有利子負債の水準は
EBITDAの1～2倍まで許容

増加

機動的な自己株式取得の実施

当面の必要自己資本の水準を3,000億円程度と設定1

配当方針においてはDOE8％を採用2

3

圧縮

総資産
5,674億円

有利子負債
965億円

自己資本
3,000億円程度

現預金
1,382億円

4早期に現預金残高を
ネットニュートラル水準に引き下げ

圧縮

 自己株式の取得状況（2024 年 12 月 31 日現在）
（1） 取得した株式の総数 1,102,900 株
（2） 株式の取得価額の総額 4,017,146,523 円

 自己株式は適宜消却を検討

資本政策方針
４

12

「ROE10%超の早期実現」を達成するまで下記1～5の資本政策を継続
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強くすべきところ： キャピタルアロケーション
資本政策方針

４

cash-in cash-out

自己資本を鑑みながら
適切な株主還元を実施

13
FY2025-2029の5カ年累計

保有現預金
有利子負債等
1,070億円

株主還元
1,730億円

営業CF
2,090億円

成長投資
350億円

設備投資
1,030億円

「ROE10%超の早期実現」を達成するまで

構造改革費用
50億円

構造改革によって創出し
た利益を、事業の競争
力強化および非連続な
成長につながる成長投

資に割り当て ※ “選択と集中”の観点から、適宜精査を行い、投資内容を見直していく

 基幹システムのグローバルでの全面刷新 など2

1  自働化投資、更新投資 など

４

 FAソリューション事業の拡大に向けた
メカトロモジュール、IoTにおける提携

 人的資本投資
 M&A など

５  DOE8％の配当方針を採用
 機動的な自己株式取得の実施

3  構造改革実行に伴う費用、外部コンサル費用 など

IT投資 : 約120億円

設備投資 : 約910億円

構造改革費用 : 約50億円

成長投資 : 約350億円

株主還元 : 約1,730億円
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各種委員会構成

 取締役会データ

監査等委員会

新任
候補者

強くすべきところ： コーポレートガバナンス体制

現在の委員長 委員 出席回数/開催回数*1C M

氏名 監査等
委員会

指名諮問
委員会

報酬諮問
委員会

寺町 彰博 1/1 1/1

寺町 崇史 2/2 2/2

甲斐莊 正晃 2/2 2/2

日置 政克 13/13 2/2

大村 富俊 13/13

上田 良樹 13/13 2/2

社外取締役比率 100％ 66.7％ 66.7％

2024/11/12
迄

C C

CM

M

M M

M M

C C

*1：出席回数/開催回数は2024年1月1日から12月31日まで

【凡例】社外：

独立社外取締役構成比： 45％

女性取締役構成比 ： 18％

コーポレートガバナンスの進化
５

社内取締役 社外取締役

※ 女性社外取締役
 18%(2名)

取締役会構成

14

(2025年3月総会において各取締役が選任された場合)
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強くすべきところ： サステナブルな企業価値創造に向けた取り組み事項
コーポレートガバナンスの進化

５

コーポレート
ガバナンスの
進化

• 株主と視点をあわせた役員報酬制度の改善 (インセンティブ報酬比率の大幅な引き上げ)
• 経営理念や戦略、市場環境等を踏まえた最適な取締役会のあり方の追求と強化
• 構造改革を含む、ROE10％超の実現に向けた進捗のモニタリング体制の深化

土台の強化
• “ものづくりサービス業”を担う次世代人財の育成、サクセションプランの再考

• 人事評価制度の見直し、働き方改革、等

未来への投資
(仕込み)

• 取引機会創出とリスク回避に向けた重要課題 (マテリアリティ) への取り組みの加速

• ビジネス・イノベーションを加速・推進するIT環境の強化 等

15
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